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式典では多数の来賓を向かえ新成人の紹介と、長田村長の式辞をはじめ来賓の皆さんから新成人とな
った方に祝福のことばが送られました。祝賀会では、新成人の皆さんから近況報告と幼少時代の写真が
上映され、会場からは懐かしい映像に笑いと歓声が上がりました。

～平成２７年  道志村成人式～

新成人の門出2015.1.11 やまゆりセンター

村長から祝福のことば

広報１月号の『成人者名簿』において、掲載内容に誤りがございました。関係各位にはご迷惑をお掛けしましたこと
をお詫びするとともに、次のとおり訂正させていただきます。
（誤）佐藤 祐輔　大指 →（正）佐藤 裕輔　大指 　　　　（誤）杉本亜季砂　下善之木→（正）杉本亜李砂　下善之木
（誤）水越 秀幸　板橋 →（正）水越 秀幸　下白井平

二十歳の俺たち！！

決まってるら！！。

新成人代表
神地地区 山口亜希さん

私は、これからも社会の一員とし

て、ひとつひとつの仕事を着実にこ

なしながら、１人の人間として、大

きく成長していきたいと思います。

そして、常識をわきまえて行動し、

自分の意見を積極的に言えるような

人間となれるように、決意を新たに

努力していきたいと思います。

みんなで揃うのはひさしぶりだよね!(^^)!

みんな揃って!!『ピース』

二十歳のわたしたち!!きれいでしょ!!



～二十歳を迎えて～（抜粋）

今の目標は父を超える料理人になることです。
また、お世話になった方々、地元の人、家族、友達、
恋人に料理で恩返しする事をここに約束します。

佐藤想留（専門学校で料理人を目指す）

二十歳になって思うことは、これまで以上に自分で
考え、自分の力で行動していきたいということです。そ
して今までお世話になった人たちに恩返しができるよ
うになりたいです。また、今度は私が頼りにされるよう
な大人になれたらいいなと思っています。
花上 梓（大学で幼児教育、特別支援教育を学習中）

これからも、様々な経験を糧として、前向きに成長
できる様な大人の女性になりたいと思います。
諏訪本さくら

（専門学校で福祉を学習中）

保育園から一緒で今では大学生、社会人
と人生バラバラに歩んでいますが、お盆や
年末に集まったりできることが本当の仲
間だと思います。これから一生付き合って
いけるような関係でいたいと思います。

池谷悠斗 （社会人２年目です）

地域医療に貢献できるようにたくさんの知
識や経験を得て、それを還元できるように
毎日を大切に過ごしていきたいです。

杉本 和（都内の看護大学で学習中）

二十歳になり、目的意識と責任感を持った
大人になれるよう、日々努力していきます。
池谷玲奈
（大学で商業高校の教師をめざし学習中）

山口ほのかさん

杉本 和さん

佐藤巧季さん

佐藤伸哉さん

杉本亜李砂さん

佐藤裕輔さん

佐藤想留さん

花上 梓さん

山口明彦さん

池谷玲奈さん

諏訪本さくらさん

渡辺健太さん

平賀 建さん

池谷悠斗さん

山口実里さん

水越秀幸さん
山口亜希さん

佐藤那央さん

佐藤 祐さん

渡辺愛梨さん
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山口消防団長の訓示

代表者による新入団員宣誓

音楽隊によるラッパ吹奏 消防団員による分列行進
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診療所だより

２／１

２／８

２／24
午前：胃カメラ

２／28
午前中のみ診察

２／９

２／16

２／23 ２／25
乳児健診

14時‑15時30分

２／22

２／10
午前：胃カメラ

２／３
午前：胃カメラ

２／27
研修のため休診

２／18

２／５２／２

２／19２／17
午前：胃カメラ

２／13
研修のため休診

２／６
研修のため休診

２／７
午前中のみ診察

２／４

２／12 ２／14
午前中のみ診察

２／11
建国記念日

２／15 ２／20
研修のため休診

２／21
午前中のみ診察

２／26

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

お正月明けより、道志村内でもインフルエンザの患者様が急増してきました。A香港型が特に流行して
います。今年の特徴として、微熱と軽度の頭痛のみで、のどの痛みと咳が中心の方が多いです。ただの風
邪（インフルエンザ以外のウイルスによるかぜ症候群）だと思っていたが、調べてみるとイン
フルエンザだった、という事もよくあります。風邪症状が出てきたときには、診療所もしく
は病院で検査を受けることをお勧めします。また、病院を含め人が集まる場所では、特に
インフルエンザにかかりやすいですからマスクの着用も心掛けてください。インフルエ
ンザに罹ってしまった場合には、御家族に感染さないよう患者さん本人がマスクをつける
ことも大切です。

２月の予定
・月始めには保険証の提出を
お願いします
・火曜日は９時半～１０時半
ころまで胃カメラ検査にな
ります

・検診日は医師不在の時間が
あります

・木曜日午後の診療は3時30分
までの受付となります

大雪に備えて大雪に備えて大雪に備えて大雪に備えて
　昨年２月山梨県は記録的な大雪に見舞われ、道志村
でも約１週間に渡り交通はマヒし孤立状態となり、家
屋や農業施設が損壊する大きな災害となりました。　
　この大雪を教訓として、事前に準備を行い大雪に備
えましょう。

　昨年２月山梨県は記録的な大雪に見舞われ、道志村
でも約１週間に渡り交通はマヒし孤立状態となり、家
屋や農業施設が損壊する大きな災害となりました。　
　この大雪を教訓として、事前に準備を行い大雪に備
えましょう。

●備えておきたいもの
　・食糧（約１週間分）
　・普段内服している薬
　　（主治医に相談してください。）
　・灯油など燃料
　・石油ストーブ（停電に備え）
　・懐中電灯など

●効率的な除雪作業にご協力ください
　・除雪作業の妨げになるので、不要不急な外出は避けましょう。
　・道路上への放置車両は作業の妨げになります。絶対にやめてください。
　・道路に雪を捨てると交通障害の原因になるのでやめましょう。
　・大雪の際は、排雪場所の確保が困難となります。除雪作業を効率的に
　　行うため、場所の提供などご協力をお願いします。

●備えておきたいもの
　・食糧（約１週間分）
　・普段内服している薬
　　（主治医に相談してください。）
　・灯油など燃料
　・石油ストーブ（停電に備え）
　・懐中電灯など

●効率的な除雪作業にご協力ください
　・除雪作業の妨げになるので、不要不急な外出は避けましょう。
　・道路上への放置車両は作業の妨げになります。絶対にやめてください。
　・道路に雪を捨てると交通障害の原因になるのでやめましょう。
　・大雪の際は、排雪場所の確保が困難となります。除雪作業を効率的に
　　行うため、場所の提供などご協力をお願いします。

道志村役場　総務課　防災担当

※屋根の雪下ろしなど危険が伴います。
　十分注意し、２人以上で行うように
　しましょう。

・道志村でインフルエンザが
流行しています。
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お 知 ら せくらしの情報 お 知 ら せお 知 ら せ

■２月のつぼみっこくらぶ
◎乳児期からよい食事で健康づくり！離乳食づくり
日時  ２月 12日（木）10時から 14時
場所  善之木コミセン「いこい」
講師  栄養士 古谷けい子
内容  「離乳食・幼児の食事作り」
＊調理実習をし、具体的な方法を習得しましょう。
作った後はみんなで、楽しく食べながら交流!(^^)!

◎親子の絆を強め、自然な運動発達を促します！
日時  ２月 26日（木）10時～12時
場所  善之木コミセン「いこい」
講師  運動士 石倉秀子
内容  ベビービクス
＊村内のお母さん達で楽しく交流しましょう。
育児ボランティアもお願いしてあります。

◆お問合せ
住民健康課保健師（伯耆）☎５２̶２１１３

■２月の「歌の会」について
福祉センターでは「歌の会」を開催しています。

ピアノの演奏を聴いたり、演奏に合わせて昭和のヒ
ット曲や童謡など心懐かしい歌を唄ったりしていま
す。どなたでも参加できますので、ぜひおいで下さい。
◎２月の「歌の会」の日程について
２日㈪、３日㈫、５日㈭、10日㈫、13日㈮、
16日㈪、18日㈬、20日㈮、25日㈬、26日㈭ 
※毎月 10回 14時～15時まで実施
場 所  福祉センター
◆お問合せ
住民健康課 ☎５２̶２１１３

■確定申告のお知らせ
平成 26年分所得税及び復興特別所得税の確定申

告の相談、申告書の受付及び納税の期間は２月 16日
（月）～３月１６日（月）です。道志村役場では、上記
期間に限り、申告の相談及び申告書の仮収受をおこ
ないますのでご利用ください。なお、土地、建物及び
株式等の譲渡所得がある場合
は、大月税務署での申告をお願
いします。
◆お問合せ
総務課 税務担当
☎５２̶２１１１

■就農希望者の職業訓練実施
県立農業大学校では、他産業から離転職して就農

を希望する方々を対象とした職業訓練「農業科」を開
設しています。９ヶ月間の果樹コース及び野菜コー
スに分かれ、栽培・経営に関する講義や、ほ場実習に
より農業の基礎を習得するとともに、先進農家等で
の実習を通して実際の営農や実践的な技術を学び、就農
に必要となる能力を身に付けます。（訓練期間中、雇用保
険受給者には、雇用保険基本手当等が支給されます。）
このほか、農業への適性判断や栽培作物を選定す

るために休日などを利用して実践的な農業体験がで
きる「就農トレーニング塾」も実施しています。
◆お問合せ
県立農業大学校研修課 ☎0551‑32‑2269

■暮らしのささえあい・どうし
自分たちの道志村を自分たちの手で住み続けられ

る村にするために「村民同士みんなで互いに助け合っ
て暮らしをささえあおう」。気兼ねなくご利用ください。
＊利用条件＊
道志村に住民票があること
①概ね 65歳以上の高齢者 ②またはその家族
③その他必要と判断される方
＊依頼できる主な内容＊
養成講習を受けた協力員がお手伝いに伺います。
◎お手伝いできる内容は・・・
食事準備、衣類の洗濯や補修、日常的な住居等の
清掃や整理整頓、生活必需品の買い物の代行、大
掃除や粗大ゴミの片付けやゴミ出し、庭の草取
りや庭木の剪定、雪かきなどです。

＊支援活動＊
お手伝いにうかがう時間は原則午前８時 30分か

ら午後５時までです。
支援に支払う費用は３０分３００円です。

◆申込・問い合わせ先＊
道志村社会福祉協議会 ☎５２－２０７２

子育て

イベント

相 談

学 び

福 祉
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〒402‑0209  山梨県南都留郡道志村６１８１‑１ 
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【生徒会選挙  新生徒会役員決まる】
１２月８日に生徒会役員選挙が行われました。

立会演説会では各候補者と責任者が限られた時
間の中で自分たちの具体的な考えを述べまし
た。その後の投票で新生徒会の役員が決まりま
した。執行部となる役員が中心となり、生徒会を
さらに発展させるよう、これからの活躍を期待
します。

会 長 山口 乃愛

副会長 菅谷 駿介
佐藤 七楓

書 記 山口 紗永
水越 紀希

会 計 宮下 太陽

【新春駅伝競走大会】
１月１１日、道

志中では、１・２
年生の代表が出場
し、道志村役場前
をスタートしまし
た。当日は、男子１
チーム，女子２チ
ームが，それぞれ５人の走者でタスキをつなぎ
ました。冬休み中に練習し、当日選手でなかった
生徒も計時の担当や持ち物・飲み物の担当など
でチームをバックアップしました。全員の力を
合わせることができたおかげで、男女とも無事、
忍野村役場のゴールに到着することができました。

男子チーム 中学校男子の部 ２位
女子Ａチーム中学校女子の部 優勝
女子Ｂチーム中学校女子の部 ２位

【3学期スタート】
１月１３日に３学期が始まり、音楽室で始業式を行いました。

式の中では、各学年の代表が３学期の決意を発表しました。それぞれ、
短い学期を有意義に過ごしていくと
いう意欲が語られました。みじかい３
学期ですが、有終の美が飾れるよう意
義ある学期にしてほしいです。
始業式に続いて、最初の行事である

一斉にスタート！！

道志中をさらに良くするために
がんばります

集中して、心を込めて。今年の
書き初めです。

始業式　校長先生からのことば

書き初め大会を教室で行いました。どの生徒も冬休み中に練習した課
題の字を心を込めて書いていました。


